
定住自立圏共生ビジョンKPI効果検証（一覧）

２　生活機能の強化に係る政策分野

R3 R4 R5 R6 R7

沼田准看護学校の入学者数 24人 26人 15人 14人 24人 C

卒業者の医療事業への従事者数 50％（進学50%） 80% 68% 17% 50％（進学
50%）

C

参加医療機関数 7 7 7 7 7 A

救急患者対応数 17,283 14,744 18,211 16,383 17,283 A

周産期医療体制維持補助事業 産婦人科医師数 3 5人 3人 A

地域子育て支援拠点事業 利用者数 24,805人 12,576人 11,490人 13,760人 24,805人 C

ファミリー・サポート・セン
ター事業

利用人数 446人/年 266人 229人 143人 446人/年 C

利根沼田障害者相談支援セン
ター運営事業

相談支援人数 3,820件 5,427件 4,488件 4,643件 3,820件 A

あおぞら作業所運営事業 通所者数(延通所者数) 1,950人 1,785人 1,573人 1,349人 1,950人 B

利根沼田学校組合立高等学校運
営事業

卒業生数 136人 147人 138人 131人 150人 A

企画展開催日数 178日 320日 275日 195日 202日 A

観覧者数 9,274人 4,142人 4,020人 6,258人 10,210人 B

自治体外住民の利用者数 12,000人 12,056人 12,207人 12,366人 13,000人 A

自治体外住民への貸出数 50,000冊 58,108冊 62,211冊 61,494冊 55,000冊 A

スポーツ施設の相互利用事業 施設利用者数
209,963人（基準年度
令和3年度）

137,064人 237,902人 314,868人 214,189人 A

広域観光事業（観光事業） 圏域共同ＰＲイベントの実施 4回 2回 8回 11回 4回 A

新商品等開発支援事業参加事業者
0者（基準年度令和4
年度）

31者 35者 A

新たな観光資源及び地場産品の開発数
0点（基準年度令和4
年度）

8点 8点 A

処理施設の集約化
利根沼田ブロック一般廃棄物処
理広域化協議会開催日数

3日 4日 4日 11日 3日 A

火葬場の集約化 連携のための検討会議開催回数 年1回 0回 1回 0回 年1回 D

トレーニングプラザ月会員数 273人 314人 335人 366人 500人 B

トレーニングプラザ年間利用回
数

35,807人 27,449人 34,151人 35,924人 70,000人 C

消費生活センター運営事業 相談解決率 97% 99.7% 99.8% 99% 100% A

３　結びつきやネットワークの強化に係る政策分野

R3 R4 R5 R6 R7

公共交通の年間利用者数 97,350人 103,893人 96,232人 99,045人 106,000人 A

担当者会議の開催 0 回/年 0回 1回 0回 1 回/年 D

圏域合同移住イベント開催回数
※オンライン含む

0回 1回 1回 2回 5回 C

移住者数 51人 113人 109人 85人 50人 A

４　圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

R3 R4 R5 R6 R7

研修実施回数 0回 0回 1回 1回 3回 C

交流研修参加職員数 0人 0人 51人 35人 285人 D

目標値政策分野 連携事業
重要業績評価指標
(KPI)

基準値(令和元年度)

実績

重要業績評価指標
(KPI)

准看護学校補助事業

第２次救急医療体制の維持及び
確保

（２）福祉

（３）教育

歴史資料展示施設の相互（広
域）利用事業

図書館及び図書室の相互利用事
業

（１）医療

（４）産業振興
広域観光事業（新商品等開発支
援事業）

（２）交流移住 移住・定住促進事業

（５）環境・衛生

（６）その他

テラス沼田「トレーニングプラ
ザ」の広域利用事業

政策分野 連携事業

進捗状
況

進捗状
況

進捗状
況

（１）人材の育成 合同研修事業

政策分野 連携事業
重要業績評価指標
(KPI)

基準値(令和元年度
時)

実績

目標値

基準値(令和元年度
時)

実績

目標値

（１）地域公共交通 地域公共交通対策事業

資料４ʷ２



 



調査票1

政策分野 （１）

連携目標 ①

連携事業 １

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）沼田准看護学校の入学者数
現状値
R元年度

24人
目標値
R7年度

24人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田准看護学校の入学者数 26人 15人 14人

目標の達成度 108.3% 62.5% 58.3%

進捗状況 やや遅れ

（指標２）卒業者の医療事業への従事者数
現状値
R元年度

50%
目標値
R7年度

50%

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田准看護学校の卒業者数 20人 19人 12人

卒業者の医療事業への従事者数 16人 13人 2人

卒業者の医療事業への従事率 80% 68% 17%

目標の達成度 160.0% 136.8% 33.3%

進捗状況 やや遅れ

　利根沼田地区の看護教育機関として、地域住民に貢献する准看護師を
養成するため、圏域内自治体の５市町村で一般社団法人沼田利根医師会
沼田准看護学校の運営費の一部を補助する。

医療

地域医療の連携強化

准看護学校補助事業



調査票1

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 2,052 千円 2,052 千円 2,052 千円 2,052 千円 2,052 千円

実績（沼田市） 905 千円 905 千円 905 千円

実績（片品村） 81 千円 81 千円 81 千円

実績（川場村） 72 千円 72 千円 35 千円

実績（昭和村） 105 千円 104 千円 104 千円

実績（みなかみ町） 192 千円 192 千円 192 千円

実績 1,355 千円 1,354 千円 1,317 千円  千円  千円

差額 -697 千円 -698 千円 -735 千円

◎「一般社団法人沼田利根医師会沼田准看護学校」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

卒業生の８割
が医療事業へ
従事し、地域
医療サービス
向上に貢献し
ている。

前年度と比較
すると医療事
業への従事率
が減少した。
進学率は
16％。進学者
が当地域に戻
り、医療事業
に貢献するこ
とは考えられ
る。

年々入学者数
は減少。進学
率は83.3％。
進学者が当地
域に戻り、医
療事業に貢献
することを期
待する。

「来年度」以降の取組予定

事業運営費の
補助を行い、
修学環境の整
備・向上を図
る。

事業運営費の
補助を行い、
修学環境の整
備・向上を図
る。

事業運営費の
補助を行い、
修学環境の整
備・向上を図
る。

　修学年限２年、１学年２４人の少人数制で、生徒の多くは働きながら准看護士の資格取得をめざし勉学に励ん
でいる、卒業生の多くは地元医療機関への就職の他、看護士資格を得るため進学する生徒も多い。昭和３１年４
月に開校して以来、現在まで多くの卒業生を輩出し、地域医療の向上に貢献している。



調査票２

政策分野 （１）

連携目標 ①

連携事業 ２

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）参加医療機関数
現状値
R元年度

7
目標値
R7年度

7

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

参加医療機関数 7 7 7

目標の達成度 100.0% 100.0% 100.0%

進捗状況 順調

（指標２）救急患者対応数 [延べ数]
現状値
R元年度

17,283件
目標値
R7年度

17,283件

医療機関名 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田病院 1,130件 1,046件 1,812件

利根中央病院 7,790件 8,854件 8,278件

群馬パース病院 273件 147件 337件

内田病院 60件 60件 48件

沼田脳神経外科 4,045件 6,444件 4,419件

月夜野病院 1,436件 1,650件 1,457件

上牧温泉病院 10件 10件 32件

救急患者対応数（合計） 14,744件 18,211件 16,383件 件 件

目標の達成度[％] 85% 105% 95%

進捗状況 順調

医療

地域医療の連携強化

第２次救急医療体制の維持及び確保

　入院治療を必要とする重症の救急患者に対応するため、病院群輪番制
による第２次救急医療体制の整備・運営費の一部を補助する。



調査票２

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 11,383 千円 11,383 千円 11,383 千円 11,383 千円 11,383 千円

実績（沼田市） 6,643 千円 6,678 千円 6,678 千円

実績（片品村） 599 千円 704 千円 704 千円

実績（川場村） 497 千円 512 千円 512 千円

実績（昭和村） 1,003 千円 1,025 千円 1,025 千円

実績（みなかみ町） 2,641 千円 2,533 千円 2,533 千円

実績 11,383 千円 11,452 千円 11,452 千円  千円  千円

差額 0千円 69千円 69千円

◎「病院群輪番制による第２次救急医療体制」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

救急医療受け
入れ体制が整
備され、入院
治療を必要と
する重症の救
急患者に対応
し地域医療の
向上が図れ
た。

昨年度と同様
に、救急医療
受け入れ体制
が整備され、
入院治療を必
要とする重症
の救急患者に
対応し地域医
療の向上が図
れた

救急医療受け
入れ体制が整
備され、入院
治療を必要と
する重症の救
急患者に対応
し地域医療の
向上が図れ
た。

「来年度」以降の取組予定

救急医療体制
整備のため、
病院群輪番制
の運営を補助
し、体制の整
備・維持を図
る。

引き続き救急
医療体制整備
のため、病院
群輪番制の運
営を補助し、
体制の整備・
維持を図る。

救急医療体制
整備のため、
病院群輪番制
の運営を補助
し、体制の整
備・維持を図
る。

　救急車による直接搬送、又はかかりつけの診療所など初期救急医療機関から転送されてくる重症救急患者に対
応するため、休日や夜間に対応できる病院が日を決めて順番に輪番制で対応する制度。これにより重症患者の迅
速な受け入れが可能となり救急医療体制の確保が図られる。



調査票３

政策分野 （１）

連携目標 ②

連携事業 １

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）産婦人科医指数［利根中央病院］
現状値
R4年度

3
目標値
R7年度

3

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

医師数 5

目標の達成度 166.7%

進捗状況 順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円

実績（沼田市） 4,682 千円

実績（片品村） 968 千円

実績（川場村） 821 千円

実績（昭和村） 1,161 千円

実績（みなかみ町） 2,368 千円

実績  千円  千円 10,000 千円  千円  千円

差額 0千円

医療

地域医療体制維持の維持・充実

周産期医療体制維持補助事業

　圏域内における周産期医療体制維持のため、圏域内の病院又は診療所
における、通常分娩を行う産婦人科医師を確保する費用の財政支援をす
る。



調査票３

◎「周産期医療体制維持補助事業」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

産科医が増員
され、圏域の
周産期医療体
制の維持・向
上が図れた。

「来年度」以降の取組予定

産科医師雇用
に要する経費
を補助するこ
とにより、周
産期医療体制
の整備・維持
を図る。

　令和5年度から新たに開始した補助事業。常時分娩を取り扱う病院等のうち、産科医師を雇用する病院に対し
て、補助金を交付するもの。
　補助対象：産科医師の雇用に要する経費のうち給与にかかる費用
　補助金額：1，000万円を限度として、上記費用の1/2



調査票４

政策分野 （2）

連携目標 ①

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○

事業内容

（指標１）利用者数 [延べ数]
現状値
R元年度

24,805人
目標値
R7年度

24,805人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

子ども広場 10,106人 9,272人 11,134人

チャイルドハウスめぐみ 1,327人 836人 1,145人

沼田幼稚園子育て支援センター 1,143人 1,382人 1,481人

利用者数（合計） 12,576人 11,490人 13,760人

目標の達成度 50.7% 46.3% 55.5%

進捗状況 やや遅れ

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 25,938 千円 25,938 千円 25,938 千円 25,938 千円 25,938 千円

実績（沼田市） 26,344 千円 26,344 千円 27,141 千円

実績（片品村） － － －

実績（川場村） － － －

実績（昭和村） － － －

実績（みなかみ町） － － －

実績 26,344 千円 26,344 千円 27,141 千円  千円  千円

差額 406 千円 406 千円 1,203 千円

　圏域内の子育て支援の充実を図るため、別表第１に定める地域子育て支
援拠点の広域利用を図る。

福祉

子育て支援の充実

地域子育て支援拠点事業



調査票４

◎「子育て支援拠点」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

新型コロナウ
イルス感染症
の感染拡大に
より、電話相
談のみ実施し
たり、利用者
を予約制にす
る等、事業の
実施方法を工
夫した。

利用者数が前
年より減少し
たが、新型コ
ロナウイルス
感染症の感染
拡大防止のた
め、年間を通
じ、予約制を
継続する等安
心して利用し
てもらえるこ
とも重視し、
実施方法を工
夫して事業を
実施した。

新型コロナウ
イルス感染症
の５類移行後
も、安心して
利用してもら
えることを意
識し、予約制
を継続する
等、実施方法
を工夫して事
業を実施し
た。

「来年度」以降の取組予定

新型コロナウ
イルス感染症
の状況をみな
がら、絵本の
読み聞かせや
親子ビクス等
体験プログラ
ムを多く実施
できるように
促していきた
い。

絵本の読み聞
かせや親子ビ
クス等体験プ
ログラムの実
施も増えてき
たので、必要
な感染対策等
は継続しなが
らも、より多
く実施できる
ように促して
いきたい。

各施設が創意
工夫を行いプ
ログラム等を
実施するた
め、今後も必
要な感染対策
等は継続しな
がら、より多
く実施できる
ように促して
いきたい。

　小学校就学前の子どもとその保護者を対象に、遊んだり、交流するスペースを提供したり、子育て相談や子育て
情報の提供などを行う事業を「沼田めぐみこども園　チャイルドハウスめぐみ」「沼田幼稚園子育て支援セン
ター」「子ども広場」の3ヶ所に委託して実施しているもの。居住地に関わらず、利用登録をすれば、無料で利用
できる。



調査票５

政策分野 （2）

連携目標 ①

連携事業 ２

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○

事業内容

（指標１）利用者数 [延べ数]
現状値
R元年度

446人
目標値
R7年度

446人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

利用者数 266人 229人 143人

目標の達成度 59.6% 51.3% 32.1%

進捗状況 やや遅れ

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 3,660 千円 3,660 千円 3,660 千円 3,660 千円 3,660 千円

実績（沼田市） 3,660 千円 3,660 千円 3,660 千円

実績（片品村） － － －

実績（川場村） － － －

実績（昭和村） － － －

実績（みなかみ町） － － －

実績 3,660 千円 3,660 千円 3,660 千円  千円  千円

差額  千円  千円  千円

◎「ファミリー・サポート・センター」について

　圏域内の子育て支援の充実を図るため、ファミリー・サポート・セン
ター事業を圏域内の住民を対象に実施する。

福祉

子育て支援の充実

ファミリー・サポート・センター事業

　「子育てを手伝ってほしい人（お願い会員）」と「子育てを手伝いたい人（まかせて会員）」が会員になって、
一時的な子どもの世話を有料で行うシステムを「ＮＰＯ法人 尾瀬なでしこの会」に委託して実施しているもの。
お願い会員は、生後３ヶ月から小学校６年生までの子どもの保護者で市内在住・在勤の者、まかせて会員は、市内
在住・在勤で自宅などで子どもを預かれる者。



調査票５

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

新型コロナウ
イルス感染症
の感染拡大が
始まった令和
2年度の実績
から比べると
徐々に利用者
が増えてきた
ものの、感染
を心配して利
用が伸び悩ん
だ。

新型コロナウ
イルス感染症
の感染拡大に
より、利用を
控える傾向が
続き、前年よ
り利用者数が
減少した。

新型コロナウ
イルス感染症
の５類移行後
も利用を控え
る状況が見ら
れた。また、
令和２年度か
ら利用者が
減ったこと
で、まかせて
会員に登録し
ていた者が他
職種に就職し
てしまう等、
まかせて会員
離れもみられ
た。

「来年度」以降の取組予定

新型コロナウ
イルスの感染
状況をみなが
ら、会員のス
キルアップ講
座を積極的に
開催するよう
促していきた
い。

新型コロナウ
イルス感染症
の感染状況を
みながら、改
めて事業の周
知を図るとと
もに、会員の
スキルアップ
講座を積極的
に開催した
い。

必要な感染対
策を取りなが
ら事業を推進
するととも
に、改めて事
業の周知を図
りたい。ま
た、会員の登
録数を増やせ
るように、魅
力あるスキル
アップ講座を
開催する等、
工夫した事業
展開ができる
ように促して
いきたい。



調査票６

政策分野 （２）

連携目標 ②

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）相談支援人数 [延べ数]
現状値
R元年度

3,820人
目標値
R7年度

3,820人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

相談支援人数（沼田市の方） 3,701人 2,970人 3,094人

相談支援人数（片品村の方） 99人 105人 142人

相談支援人数（川場村の方） 170人 118人 113人

相談支援人数（昭和村の方） 478人 238人 274人

相談支援人数（みなかみ町の方） 979人 1,057人 1,020人

相談支援人数（合計） 5,427人 4,488人 4,643人 人 人

目標の達成度 142.1% 117.5% 121.5%

進捗状況 順調

　圏域内の障害のある人の自立した日常生活及び社会生活を支援するた
め、情報の提供や権利擁護の支援を行う利根沼田障害者相談支援セン
ターを設置し、地域生活支援事業を実施する。

福祉

障がい者福祉の推進

利根沼田障害者相談支援センター運営事業



調査票６

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 26,962 千円 26,962 千円 26,962 千円 26,962 千円 26,962 千円

実績（沼田市） 14,734 千円 14,734 千円 14,734 千円

実績（片品村） 1,858 千円 1,858 千円 1,858 千円

実績（川場村） 1,501 千円 1,501 千円 1,501 千円

実績（昭和村） 2,697 千円 2,697 千円 2,697 千円

実績（みなかみ町） 6,172 千円 6,172 千円 6,172 千円

実績 26,962 千円 26,962 千円 26,962 千円  千円  千円

差額  千円  千円  千円

◎「利根沼田障害者相談支援センター」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

コロナ禍では
あったが、目
標値に近い相
談者があっ
た。相談支援
専門員の質の
向上を目指し
ていきたい。

コロナ禍では
あったが、目
標値を超える
相談があっ
た。今後は相
談支援専門員
の質の向上を
目指したい。

目標値を超え
る相談件数が
あった。
　今後も引き
続き相談支援
専門員の質の
向上を図りた
い。

「来年度」以降の取組予定

引き続き、５
市町村の共同
で設置・運営
をおこなって
いく。

引き続き、５
市町村の共同
での設置・運
営をおこなっ
ていく。

引き続き、５
市町村の設
置・運営をお
こなってい
く。

　障害のある人、保護者、支援者などからの相談に応じ、福祉サービスの利用や生活上の様々な相談、権利擁護
のために必要な支援をおこなっている。利根沼田５市町村で共同でセンターを設置している（テラス沼田６
階）。
　事業形態は委託事業で、各市町村がそれぞれ同一の社会福祉法人と委託契約を締結。委託総額の１０％を平均
割とし、９０％を人口割として按分で負担している。



調査票７

政策分野 （２）

連携目標 ②

連携事業 2

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）通所者数 [延べ数]
現状値
R元年度

1,950人
目標値
R7年度

1,950人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

通所者数（沼田市の方） 1,247人 1,338人 1,199人

通所者数（片品村の方） 192人 8人 2人

通所者数（川場村の方） 0人 0人 0人

通所者数（昭和村の方） 109人 2人 0人

通所者数（みなかみ町の方） 237人 225人 148人

通所者数（合計） 1,785人 1,573人 1,349人 人 人

目標の達成度 91.5% 80.7% 69.2%

進捗状況 やや順調

　圏域内の障害のある人等に創作的活動又は生産活動の機会を提供する
とともに、社会との交流を促進するため、地域活動支援センターを設
置、運営する。

福祉

障がい者福祉の推進

あおぞら作業所運営事業



調査票７

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 12,167 千円 12,167 千円 12,167 千円 12,167 千円 12,167 千円

実績（沼田市） 6,465 千円 6,758 千円 7,246 千円

実績（片品村） 1,000 千円 604 千円 269 千円

実績（川場村） 577 千円 578 千円 567 千円

実績（昭和村） 1,615 千円 1,550 千円 1,523 千円

実績（みなかみ町） 2,510 千円 2,677 千円 2,562 千円

実績 12,167 千円 12,167 千円 12,167 千円  千円  千円

差額  千円  千円  千円

◎「あおぞら作業所」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

コロナ禍では
あったが、目
標値に近い利
用者があっ
た。サービス
の質の向上を
目指していき
たい。

コロナ禍であ
り、通所者数
は大きく減少
した。利用者
数の増加と
サービスの質
の向上を図り
たい。

利根沼田地区
に選択できる
事業所が増え
たことやコロ
ナ渦もあり、
通所者数が減
少した。
　サービスの
質の向上や選
択される事業
所作りを引き
続きおこなっ
ていく。

「来年度」以降の取組予定

引き続き、５
市町村の共同
で設置・運営
をおこなって
いく。

引き続き、５
市町村の共同
で設置・運営
を図ってい
く。

引き続き、５
市町村の共同
で設置・運営
を図ってい
く。

　地域生活支援事業の一つである地域活動支援センターとして、テラス沼田１階に設置。精神障害のある人に創
作的活動、生産活動の機会・場を通所により提供している。
　あおぞら作業所は、平成１９年度から利根沼田５市町村による共同設置で、沼田市が主体となり、ＮＰＯ法人
に委託し、各町村から負担金を徴収し事業を実施している。



調査票８

政策分野 （３）

連携目標 ①

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）卒業生数
現状値
R元年度

136人
目標値
R7年度

150人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

卒業生数 147人 138人 131人

目標の達成度 98.0% 92.0% 87.3%

進捗状況 順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 3,580 千円 3,580 千円 3,580 千円 3,580 千円 3,580 千円

実績（沼田市） 1,310 千円 1,470 千円 1,300 千円

実績（片品村） 60 千円 20 千円 20 千円

実績（川場村） 130 千円 110 千円 70 千円

実績（昭和村） 260 千円 170 千円 150 千円

実績（みなかみ町） 1,620 千円 1,580 千円 1,710 千円

実績 3,380 千円 3,350 千円 3,250 千円  千円  千円

差額 -200 千円 -230 千円 -330 千円

　圏域内において高等教育を受ける環境を整備し、地域社会を支える人
材を育成するため、利根沼田学校組合立利根商業高等学校に対し運営支
援を行う。

教育

教育環境の整備・充実

利根沼田学校組合立高等学校運営事業



調査票８

◎「利根沼田学校組合立高等学校」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

負担金により
高等学校の運
営支援を行
い、地域社会
を支える人材
育成に資する
ことができ
た。

負担金により
高等学校の運
営支援を行
い、地域社会
を支える人材
育成に資する
ことができ
た。

負担金により
高等学校の運
営支援を行
い、地域社会
を支える人材
育成に資する
ことができ
た。

「来年度」以降の取組予定

高校再編の県
の動向を注視
しながら、事
業内容を検討
していく。

高校再編の県
の動向を注視
しながら、事
業内容を検討
していく。

高校再編の県
の動向を注視
しながら、事
業内容を検討
していく。

　昭和33年、利根郡市町村長会において学校法人として設立することが満場一致で可決され開校となった高等学
校。その後、昭和47年に利根沼田9市町村連名にて、一部事務組合設立認可を県知事に申請、利根沼田学校組合が
認可され、昭和48年に「利根沼田学校組合立利根商業高等学校」として設立認可された。平成29年4月には、普通
科も新設されている。



調査票９

政策分野 （３）

連携目標 ②

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）企画展開催日数
現状値
R元年度

178日
目標値
R7年度

202日

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田市歴史資料館 200日 215日 165日

川場村歴史民俗資料館 0日 0日 0回

昭和村公民館展示室 0日 0日 0日

みなかみ町月夜野郷土歴史資料館 60日 60日 30日

みなかみ町水上歴史民俗資料館 60日 0日 0日

企画展開催日数（合計） 320日 275日 195日

目標の達成度 158.4% 136.1% 96.5%

進捗状況 順調

　文化財への住民理解と保護意識の向上のため、別表第２に定める施設
において、圏域内の文化財（展示資料）等の相互貸借や講演会、講習
会、研究会、体験学習等を連携して開催する。

教育

文化財保存・活用の推進

歴史資料展示施設の相互（広域）利用事業



調査票９

（指標２）観覧者数 [延べ数]
現状値
R元年度

9,274人
目標値
R7年度

10,210人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田市歴史資料館 3,928人 3,726人 3,568人

川場村歴史民俗資料館 0人 0人 2,241人

昭和村公民館展示室 0人 0人 0人

みなかみ町月夜野郷土歴史資料館 214人 269人 421人

みなかみ町水上歴史民俗資料館 _ 25人 28人

観覧者数（合計） 4,142人 4,020人 6,258人

目標の達成度 40.6% 39.4% 61.3%

進捗状況 やや順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 12,486 千円 8,985 千円 8,985 千円 8,985 千円 8,985 千円

実績（沼田市） 8,802 千円 7,262 千円 7,610 千円

実績（片品村） － － －

実績（川場村） － － 1,533 千円

実績（昭和村） 1,056 千円 402 千円 595 千円

実績（みなかみ町） 4,132 千円 2,020 千円 2,707 千円

実績 13,990 千円 9,684 千円 12,445 千円  千円  千円

差額 1,504 千円 699 千円 3,460 千円

◎「歴史資料展示施設」について

　観覧者に地域の歴史を理解してもらうため、貴重な歴史資料を収集・保存、展示することにより、地域文化の
継承と活用を図る。
常設展示と企画展示、子ども体験教室や古文書講座などの実施。(沼田市）



調査票９

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

利根沼田に共
通する絹遺産
をテーマに、
ぐんま絹遺産
ガイドに掲載
されているも
のを中心に各
市町村を分け
て展示した。
(沼田市）

利根沼田に共
通する縄文時
代をテーマ
に、縄文時代
の資料を中心
に各市町村を
分けて展示し
た。
(沼田市）

企画展を行う
際に、展示資
料の一部を市
内及び利根郡
内の個人や寺
院に協力して
いただき、展
示を行った。
(沼田市）

「来年度」以降の取組予定

利根沼田に共
通する歴史遺
産をテーマ
に、企画展示
を開催する。
(沼田市）

利根沼田に共
通する歴史遺
産をテーマ
に、企画展示
を開催する。
(沼田市）

地域の歴史を
理解してもら
うため、企画
展の充実に務
めたい。
(沼田市）



 



調査票１０

政策分野 （３）

連携目標 ③

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）自治体外住民の利用者登録の数
現状値
R元年度

12,000人
目標値
R7年度

13,000人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田市立図書館 11,997人 12,155人 12,276人

片品村中央公民館図書室 － － －

川場村文化会館図書室 58人 52人 90人

昭和村公民館図書室 1人 0人 0人

みなかみ町中央公民館図書室 － － －

みなかみ町水上公民館図書室 － － －

みなかみ町新治公民館図書室 － － －

みなかみ町カルチャーセンター児童図書室 － － －

自治体外住民の利用者数（合計） 12,056人 12,207人 12,366人

目標の達成度 92.7% 93.9% 95.1%

進捗状況 順調

　圏域内における読書活動等の推進と利便性向上のため、別表第３に定
める図書館及び図書室の相互利用等、広域的な利活用を推進する。

教育

図書サービスの充実

図書館及び図書室の相互利用事業



調査票１０

（指標２）自治体外住民への貸出数 [延べ数]
現状値
R元年度

50,000冊
目標値
R7年度

55,000冊

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田市立図書館 57,950冊 62,150冊 61,411冊

片品村中央公民館図書室 － － －

川場村文化会館図書室 146冊 61冊 83冊

昭和村公民館図書室 12冊 0冊 0冊

みなかみ町中央公民館図書室 － － －

みなかみ町水上公民館図書室 － － －

みなかみ町新治公民館図書室 － － －

みなかみ町カルチャーセンター児童図書室 － － －

自治体外住民への貸出数（合計） 58,108冊 62,211冊 61,494冊

目標の達成度 105.7% 113.1% 111.8%

進捗状況 順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 64,352 千円 64,352 千円 64,352 千円 64,352 千円 64,352 千円

実績（沼田市） 17,868 千円 17,745 千円 17,748 千円

実績（片品村） 361 千円 369 千円 252 千円

実績（川場村） 5,900 千円 130 千円 25 千円

実績（昭和村） 303 千円 297 千円 301 千円

実績（みなかみ町） － － －

実績 24,432 千円 18,541 千円 18,326 千円  千円  千円

差額 -39,920 千円 -45,811 千円 -46,026 千円

◎「図書サービスの相互利用事業」について

　沼田市立図書館では、沼田市在住・在学・在勤の人及び利根郡内在住の人を対象として、利用者の登録を行っ
ており、圏域内においては、相互に利用できる図書室もある。また、図書館及び図書室における相互貸借によ
り、本の貸出も行っている。
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R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

従来から利根
郡内居住者の
利用者登録が
可能であり、
図書館サービ
スの提供を
行っている。
（沼田市）

　圏域内の住
民について
は、市民と同
様に利用者登
録を行うこと
により、図書
資料等の貸出
を行ってい
る。
（沼田市）

利根沼田圏域
内住民につい
て、利用者登
録を行うこと
で資料貸出
等、サービス
の提供を行っ
ている。
（沼田市）

「来年度」以降の取組予定

引き続き、利
根郡内居住者
の利用者登録
及び図書館
サービスの提
供を行う。
（沼田市）

　市民及び圏
域内住民の利
用者登録を推
進するととも
に、利用者
サービスの充
実に努める。
（沼田市）

引き続き圏域
内住民の利用
者登録を推進
するととも
に、より充実
したサービス
の提供に努め
る。
（沼田市）
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政策分野 （３）

連携目標 ④

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）施設利用者数 [延べ数]
現状値
R3年度

209,963人
目標値
R7年度

214,189人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

沼田市民体育館 23,375人 51,219人 65,615人

運動公園 野球場 6,952人 10,811人 13,544人

運動公園 陸上競技場 5,969人 16,774人 21,375人

運動公園 補助競技場 4,075人 7,229人 10,703人

運動公園 市民プール 0人 7,727人 11,026人

利南運動公園 野球場 5,370人 12,822人 15,292人

利南運動公園 テニスコート 9,324人 15,496人 15,361人

沼田市武道館 6,171人 28,361人 34,162人

利根柔剣道場 1,936人 5,068人 1,345人

利根園原ふれあい屋内運動場 4,210人 6,727人 9,255人

利根農業者トレーニングセンター 3,730人 4,606人 819人

旧利南中学校運動広場 多目的広場 6,610人 9,565人 9,353人

川田運動広場 多目的広場 5,884人 8,562人 8,445人

川田運動広場 テニスコート 35人 482人 392人

　圏域内住民が、スポーツを通じて健康の増進と体位の向上を図るため、別表
第４に定めるスポーツ施設の相互利用等、広域的な利活用を推進する。

教育

生涯学習・スポーツ活動の推進

スポーツ施設の相互利用事業
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川田運動広場 ゲートボール場 2,610人 5,179人 4,758人

ニュースポーツ広場 グラウンド(ターゲッ
トバード)ゴルフコース

200人 752人 968人

ニュースポーツ広場 ゲートボール場 786人 792人 641人

白沢農民広場 4,779人 5,037人 3,902人

利根平川運動広場 1,160人 1,500人 1,606人

利根老神多目的広場 1,876人 1,985人 3,004人

利根薗原球技場 582人 311人 2,096人

利根南部山村広場 1,430人 1,500人 1,620人

利根南部山村広場テニスコート 2,512人 3,055人 1,499人

白沢弓道場 1,839人 2,521人 3,266人

利根トレーニングハウス 3,638人 3,452人 2,135人

片品村民運動場 1,400人 700人 1,240人

片品村弓道場 33人 348人 160人

片品村東小川体育館 2,637人 3,880人 5,460人

片品村土出グラウンド 0人 0人 0人

片品村土出体育館 0人 0人 0人

片品村花咲グラウンド 0人 0人 0人

片品村武尊根体育館 2,200人 2,485人 3,585人

川場村屋内ゲートボール場 872人 1,392人 1,609人

川場村武道館(柔道場・剣道場) 1342人 2,114人 2,712人

川場村弓道場 16人 96人 182人

スポーツジム 1,855人 3,697人 3,745人

昭和村総合運動公園 多目的グランド 0人 0人 0人

昭和村総合運動公園 野球場 0人 5人 0人

昭和村総合運動公園 テニスコート 0人 5人 282人

昭和村総合運動公園 ターゲットバードゴル
フ場

0人 3人 0人

昭和村総合運動公園 グラウンドゴルフ場 0人 0人 5人

ふれあいグリーンパーク 0人 0人 0人

昭和村社会体育館 18人 73人 579人

昭和村多目的屋内運動場 17人 108人 1,514人

昭和村弓道場 0人 0人 0人
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みなかみ町月夜野総合グラウンド 野球場 1,965人 484人 3,337人

みなかみ町月夜野総合グラウンド サッカー
場

4,757人 3,889人 10,141人

みなかみ町月夜野総合グラウンド バードゴ
ルフ場

6,177人 75人 7,108人

月夜野緑地施設内運動広場 緑地広場ホッ
ケー場

4,715人 1,695人 9,567人

総合体育館 アリーナ 3,476人 3,337人 9,930人

総合体育館 トレーニング室 1,056人 1,411人 4,282人

総合体育館 柔道場 1,334人 572人 5,252人

総合体育館 剣道場 _ _ _

みなかみ町月夜野多目的広場 グラウンドゴ
ルフ

371人 0人 1,996人

施設利用者数（合計） 137,064人 237,902人 314,868人

目標の達成度 64.0% 111.1% 147.0%

進捗状況 順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 197,625 千円 203,874 千円 205,241 千円 206,622 千円 208,017 千円

実績（沼田市） 70,238 千円 95,255 千円 111,082 千円

実績（片品村） 13,480 千円 17,342 千円 15,504 千円

実績（川場村） 11,500 千円 11,210 千円 10,974 千円

実績（昭和村） 58,195 千円 21,071 千円 20,527 千円

実績（みなかみ町） 29,741 千円 29,747 千円 28,327 千円

実績 183,154 千円 174,625 千円 186,414 千円  千円  千円

差額 -14,471 千円 -29,249 千円 -18,827 千円

◎「スポーツ施設の相互利用」について

　圏域内のスポーツの振興を図るため、中心市である沼田市と連携町村である片品村、川場村、昭和村及びみなかみ町
が設置するスポーツ施設について、住民の相互利用を推進するもの。相互利用の際、利用者は、施設の所在する市、町
又は村の住民と同額の使用料で施設を利用でき、本来支払うべき使用料（市外料金等）との差額については、利用者が
在住する市町村が負担する。
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R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

主にZACROSア
リーナぬまた
(沼田市民体育
館)及びクライ
ムテニスコー
トぬまた(利南
運動公園テニ
スコート)にお
いて他町村民
の利用を受け
入れたほか、
町村スポーツ
施設における
沼田市民の利
用も確認され
た。
新型コロナウ
イルス感染症
による施設の
利用制限等が
ありながらも
相互利用の取
組が認知され
始めた。
（沼田市）

新型コロナウ
イルス感染症
による施設の
利用制限を解
除し、通年で
利用を再開し
た。
ZACROSアリー
ナぬまた(沼田
市民体育館)、
クライムテニ
スコートぬま
た(利南運動公
園テニスコー
ト)、サンワ沼
田武道館（沼
田市武道館）
において町村
の利用者を受
け入れた。
（沼田市）

ZACROSアリーナ
ぬまた(沼田市
民体育館)、ク
ライムテニス
コートぬまた
(利南運動公園
テニスコー
ト)、サンワ沼
田武道館（沼田
市武道館）にお
いて町村の利用
者を受け入れ
た。
【実績】
令和4年度　165
人
令和5年度　294
人
（沼田市）

「来年度」以降の取組予定

継続して取組
の認知度向上
と利用促進を
図る。

継続して取組
の認知度向上
と利用促進を
図る。

継続して取組の
認知度向上と利
用促進を図る。
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政策分野 （４）

連携目標 ①

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）圏域共同ＰＲイベントの実施
現状値
R元年度

4回
目標値
R7年度

4回

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

圏域共同ＰＲイベントの実施 2回 8回 11回

目標の達成度 50.0% 200.0% 275.0%

進捗状況 順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 183,227 千円 183,227 千円 183,227 千円 183,227 千円 183,227 千円

実績（沼田市） 37,476 千円 47,394 千円 45,673 千円

実績（片品村） 12 千円 49 千円 68 千円

実績（川場村） 8 千円 33 千円 48 千円

実績（昭和村） 312 千円 222 千円 239 千円

実績（みなかみ町） 4,447 千円 5,234 千円 5,000 千円

実績 42,255 千円 52,932 千円 51,028 千円  千円  千円

差額 -140,972 千円 -130,295 千円 -132,199 千円

　圏域全体の観光ＰＲ活動や周遊観光の推進、国内外の旅行者獲得等を図るた
め、圏域自治体、観光協会及び観光事業に携わる各主体などにより広域観光振興
体制を整備し、連携して事業を推進する。

産業振興

広域観光体制の充実

広域観光事業
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◎「広域観光事業」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

合同事業とし
て4月、SL運行
に併せてみな
かみ駅におい
ておもてなし
イベントを実
施。
7月、ららん藤
岡において
ブース出展し
PRイベントを
実施。新型コ
ロナ感染拡大
のため例年よ
り規模縮小し
て実施。

合同事業として
4月～10月にか
けてSL運行に併
せてみなかみ駅
においておもて
なしイベントを
実施。11月に上
毛高原駅にて40
周年感謝祭イベ
ントを実施。
7月にららん藤
岡、1月に太田
強戸PAにおいて
ブース出展しPR
イベントを実
施。

合同事業として
4月～11月にか
けてSL運行に併
せてみなかみ駅
においておもて
なしイベントを
実施。
7月にららん藤
岡、11月にイオ
ンモール太田、
1月に太田強戸
PAにおいてブー
ス出展しPRイベ
ントを実施。

「来年度」以降の取組予定

コロナによる
りイベント自
粛していたが
回数を増や
し、またター
ゲット層を意
識したプロ
モーション等
を展開する。

R4年度と同等数
のイベント参加
でPR活動を行
う。
更にターゲット
層を意識したプ
ロモーションを
展開する。

R5年度と同等数
のイベント参加
でPR活動を行う
のに加え包括連
携をしているト
ヨタパーツ
ショーへの出展
する。
更にターゲット
層を意識したプ
ロモーションを
展開する。

　利根沼田振興局、利根沼田管内観光協会と連携を行い、おもてなしイベントの開催や出展で利根沼田観光PRを行ってい
る。
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政策分野 （４）

連携目標 ①

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標２）新商品等開発支援事業参加事業者数
現状値
R4年度

0者
目標値
R7年度

35者

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

参加事業者数 31者

目標の達成度 88.6%

進捗状況 順調

（指標３）新たな観光資源及び地場産品の開発数
現状値
R4年度

0点
目標値
R7年度

8点

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

新たな観光資源及び地場産品の開発数 8点

目標の達成度 100.0%

進捗状況 順調

産業振興

広域観光体制の充実

広域観光事業

　圏域内の観光資源の発掘及び地場産品の開発のため、外部人材を招へいし、新
商品等開発支援事業を実施する。



調査票１２ʷ２

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 7,150 千円 7,150 千円 7,150 千円

実績（沼田市） 6,444 千円

実績（片品村） 250 千円

実績（川場村） 250 千円

実績（昭和村） 250 千円

実績（みなかみ町） 250 千円

実績  千円  千円 7,444 千円  千円  千円

差額 294 千円

◎「新商品等開発支援事業」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

延べ31事業者が
セミナーに参加
し、自社の商品
開発に有益な知
見を得たほか、
8商品が地方大
会に出場。うち
5商品が全国大
会に出場し販路
開拓の機会を得
たほか、1商品
が全国大会の部
門審査にてグラ
ンプリ、グラン
ドグランプリに
て第2位を獲
得。世界大会へ
の出場権を得
て、海外への販
路開拓の機会を
得た。

「来年度」以降の取組予定

令和6年7月～10
月にセミナーを
開催。11月に地
方大会を開催予
定。

　圏域内の観光資源の発掘及び地場産品の開発のため、外部人材を招へいし「群馬利根沼田の宝物」を開催するもの。
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政策分野 （５）

連携目標 ①

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

現状値
R元年度

3日
目標値
R7年度

3日

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

広域化協議会開催日数 4日 4日 11日

目標の達成度 133.3% 133.3% 366.7%

進捗状況 順調

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 0千円 0千円 5,000 千円 5,000 千円 10,000 千円

実績（沼田市） 318千円 551 千円 27,717 千円

実績（片品村） 318千円 551 千円 5,738 千円

実績（川場村） 318千円 551 千円 4,859 千円

実績（昭和村） 318千円 551 千円 6,876 千円

実績（みなかみ町） 318千円 551 千円 14,021 千円

実績 1,590 千円 2,755 千円 59,211 千円  千円  千円

差額 1,590 千円 2,755 千円 54,211 千円

　圏域内住民の環境衛生の向上と施設の効率化を図るため、圏域自治体
により協議、検討を行い、ゴミ処理施設の集約化を図る。

（指標１）利根沼田ブロック一般廃棄物処理広域化協
議会開催日数

環境・衛生

ごみ処理施設等の広域利用

処理施設の集約化
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◎「ごみ処理施設等」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

広域化に向け協議
会を定期的に開催
することができ
た。また、担当職
員によるワーキン
ググループを設置
し、計６回の会議
により各市町村間
の認識を共有する
ことができた。

広域化協議会を定
期的に開催するこ
とができた。ま
た、５市町村間に
おいて「一般廃棄
物処理広域化に関
する基本合意書」
及び「一般廃棄物
処理広域化に関す
る協定書」を締結
し広域化処理を本
格的に推進するこ
ととなった。

広域化施設設備協
議会（専門部会、
幹事会）にすべて
参加することがで
きた。また、広域
化施設設備協議会
において、広域化
基本構想及び循環
型社会形成推進計
画の策定、建設候
補地の選定を行っ
た。

「来年度」以降の取組予定

各市町村担当者が
常勤等により組織
するプロジェク
ト・チームを設立
し、ごみ処理施設
の広域化に向け、
より一層の事業推
進を図る。

「一般廃棄物処
理広域化に関す
る基本合意書」
に基づき「利根
沼田一般廃棄物
処理広域化施設
整備協議会」を
設置し、利根沼
田広域市町村圏
振興整備組合に
おいて事業推進
を行っていく。

広域化施設設備協
議会（専門部会、
幹事会）に参加す
るとともに、広域
化施設設備協議会
において、ごみ処
理基本計画策定及
び建設候補地の測
量・地質調査、生
活環境影響調査の
実施を予定してい
る。

　現在、圏域内に沼田市外二箇村清掃工場（所在地: 沼田市白岩町226番地）及び上川田最終処分場（所在地: 沼
田市上川田町日影地内）、尾瀬クリーンセンター（所在地：利根郡片品村大字菅沼251番地10）、奥利根アメニ
ティパーク（所在地:利根郡みなかみ町布施2806-1）、みなかみ町資源リサイクルセンター（所在地：利根郡みな
かみ町西峰須川258-5）の５施設がある。
　これらのごみ処理施設の集約化に向け協議・検討中。
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政策分野 （５）

連携目標 ②

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

現状値
R元年度

1回
目標値
R7年度

1回

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

連携のための検討会議開催回数 0回 0回 0回

目標の達成度 0.0% 0.0% 0.0%

進捗状況 遅れ

事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 46,809 千円 46,809 千円 46,809 千円 46,809 千円 46,809 千円

実績（沼田市） 32,954 千円 30,505 千円 27,308 千円

実績（片品村） 2,973 千円 2,688 千円 2,406 千円

実績（川場村） 2,466 千円 2,343 千円 2,097 千円

実績（昭和村） 4,972 千円 4,677 千円 4,187 千円

実績（みなかみ町） 6,354 千円 5,818 千円 5,209 千円

実績 49,719 千円 46,031 千円 41,207 千円  千円  千円

差額 2,910 千円 -778 千円 -5,602 千円

環境・衛生

火葬場の広域利用

火葬場の集約化

　圏域内住民の環境衛生の向上と施設の効率化を図るため、個別に運営
している水上、新治火葬場のぬまた聖苑への集約化に向けて検討を進め
る。

（指標１）連携のための検討会議開催回数
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◎「火葬場」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

水上、新治の
火葬場は修繕
をしながら利
用を継続して
おり、今後も
活用してい
く。

水上火葬場及
び泉峰苑（旧
新治火葬場）
を所管する、
みなかみ町役
場と集約化に
ついて協議を
行った。当面
は両施設とも
に活用してい
く方針である
が、住民ニー
ズや施設の老
朽化の状況に
より集約化に
ついても検討
していく。

水上、新治の
火葬場は修繕
をしながら利
用を継続して
おり、今後も
活用してい
く。

「来年度」以降の取組予定

現時点で集約
化の目途は
立っていない
が、検討を続
けていく。

現時点では集
約化の目途は
立っていない
が、みなかみ
町との協議を
続けて行く。

現時点で集約
化の目途は
立っていない
が、検討を続
けていく。

　現在、火葬場は沼田市に沼田聖苑（所在地：沼田市上沼須町502番地）があり、
みなかみ町には水上火葬場（所在地：みなかみ町湯原990番地2）と泉峰苑（旧：新治火葬場、所在地：みなかみ
町須川甲101）がある。
　沼田聖苑は、利根沼田広域市町村圏振興整備組合が管理・運営を行っており、圏域内の構成市町村（みなかみ
町は旧月夜野町の区域）に住所を置く方の使用料は、構成市町村外の方よりも安くなっている。
　集約化について検討中。
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政策分野 （６）

連携目標 ①

連携事業 １

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○

事業内容

（指標１）トレーニングプラザ月会員数
現状値
R元年度

273人
目標値
R7年度

500人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

月会員数 314人 335人 366人

目標の達成度 62.8% 67.0% 73.2%

進捗状況 やや順調

（指標２）トレーニングプラザ年間利用回数 [延べ数]
現状値
R元年度

35,807回
目標値
R7年度

70,000回

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

年間利用回数 27,449回 34,151回 35,924回

目標の達成度 39.2% 48.8% 51.3%

進捗状況 やや遅れ

その他

トレーニング施設の広域利用

テラス沼田「トレーニングプラザ」の広域利用事業

　圏域内住民の健康づくりと介護予防の推進等を目的として、テラス沼
田にトレーニングプラザを設置、運営し、広域的な利用を促進する。
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事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 28,804 千円 27,736 千円 27,736 千円 20,091 千円 20,118 千円

実績（沼田市） 28,600 千円 27,500 千円 27,500 千円

実績（片品村） － － －

実績（川場村） － － －

実績（昭和村） 88 千円 179 千円 211 千円

実績（みなかみ町） － － －

実績 28,688 千円 27,679 千円 27,711 千円  千円  千円

差額 -116 千円 -57 千円 -25 千円

◎「トレーニングプラザ」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

圏域内住民の
健康づくりの
推進として、
昭和村の利用
者について、
沼田市内の利
用者と同額に
て施設を利用
することが出
来た。

圏域内住民の
健康づくりの
推進として、
昭和村の利用
者について、
昨年度より約
３割の利用増
加とすること
が出来た。

圏域内住民の
健康づくりの
推進として、
昭和村の利用
者について、
昨年度より約
２割の利用増
加とすること
が出来た。

「来年度」以降の取組予定

昭和村以外の
町村とも連携
し、圏域内住
民の健康づく
りを推進す
る。

昭和村以外の
町村とも連携
し、圏域内住
民の健康づく
りを推進す
る。

昭和村以外の
町村とも連携
し、圏域内住
民の健康づく
りを推進す
る。

　所在地：沼田市下之町888番地 テラス沼田7階
　トレーニングマシンの利用やスタジオでエクササイズが出来る。
現在は昭和村と連携し、昭和村の利用者も沼田市内の利用者と同額で利用できる。
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政策分野 （６）

連携目標 ②

連携事業 1

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

現状値
R元年度

97%
目標値
R7年度

100%

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

相談回数（沼田市の方） 279回 312回 389回

相談回数（片品村の方） 13回 11回 10回

相談回数（川場村の方） 7回 6回 13回

相談回数（昭和村の方） 22回 29回 26回

相談回数（みなかみ町の方） 51回 62回 53回

相談回数（合計） 372回 420回 491回 回 回

うち、解決回数 371回 419回 486回

相談解決率 [％] 99.7% 99.8% 99.0%

目標の達成度[％] 99.7% 99.8% 99.0%

進捗状況 順調

その他

消費生活相談体制の強化

消費生活センター運営事業

　圏域内住民の消費生活の安全と安心を確保するため、消費生活セン
ターを設置し、消費生活相談等を受け付けるほか、講習会、講演会等の
開催による啓発活動を実施する。

（指標１）相談解決率
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事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 14,232 千円 14,232 千円 14,232 千円 14,232 千円 14,232 千円

実績（沼田市） 6,797 千円 7,076 千円 6,578 千円

実績（片品村） 581 千円 588 千円 566 千円

実績（川場村） 479 千円 490 千円 471 千円

実績（昭和村） 865 千円 872 千円 855 千円

実績（みなかみ町） 1,932 千円 1,957 千円 1,888 千円

実績 10,654 千円 10,983 千円 10,358 千円  千円  千円

差額 -3,578 千円 -3,249 千円 -3,874 千円

◎「消費生活センター」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

沼田市消費生
活センターに
おいて、消費
者から寄せら
れた相談に対
し、助言や
あっせんなど
を行った。

沼田市消費生
活センターに
おいて、消費
者から寄せら
れた相談に対
し、助言や
あっせんなど
を行った。

沼田市消費生
活センターに
おいて、消費
者から寄せら
れた相談に対
し、助言や
あっせんなど
を行った。

「来年度」以降の取組予定

沼田市消費生
活センターに
おいて、消費
者から寄せら
れる相談に対
し、助言や
あっせんなど
を行う。

沼田市消費生
活センターに
おいて、消費
者から寄せら
れる相談に対
し、助言や
あっせんなど
を行う。

沼田市消費生
活センターに
おいて、消費
者から寄せら
れる相談に対
し、助言や
あっせんなど
を行う。

　所在地：沼田市下之町８８８番地　ＴＥＲＲＡＣＥ沼田３階
　開所時間：平日９：００～１２：００、１３：００～１６：００（年末年始を除く）
　沼田市消費生活センターは、消費生活全般に関する苦情や相談、問い合わせなどに対し、消費生活相談員３名
が消費者保護の観点から助言やあっせんなどを行っている。
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政策分野 （１）

連携目標 ①

連携事業 １

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）公共交通の年間利用者数 [延べ数]
現状値
R元年度

97,350人
目標値
R7年度

106,000人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

年間利用者数（沼田市） 37,197人 29,010人 33,010人

年間利用者数（片品村） 6,002人 5,754人 5,457人

年間利用者数（川場村） 32,250人 36,309人 35,112人

年間利用者数（昭和村） 28,444人 25,159人 25,466人

年間利用者数（みなかみ町） － － －

年間利用者数（合計） 103,893人 96,232人 99,045人

目標の達成度 98.0% 90.8% 93.4%

進捗状況 順調

（指標２）担当者会議の開催
現状値
R元年度

0回
目標値
R7年度

1回

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

担当者会議の開催 0回 1回 0回

目標の達成度 0.0% 100.0% 0.0%

進捗状況 遅れ

地域公共交通

地域公共交通の維持確保と利用促進

地域公共交通対策事業

　圏域住民の交通手段の維持・確保のため、地域内における公共交通の課題解
決に向けて調査・研究を行うとともに、地域間の交通ネットワークを整備し、
委託路線バスの運行補助等を行う。
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事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 112,750 千円 112,800 千円 113,000 千円 113,500 千円 114,000 千円

実績（沼田市） 81,759 千円 82,725 千円 89,503 千円

実績（片品村） 15,554 千円 18,013 千円 16,516 千円

実績（川場村） 14,976 千円 15,201 千円 18,044 千円

実績（昭和村） 27,978 千円 28,578 千円 31,540 千円

実績（みなかみ町） － － －

実績 140,267 千円 144,517 千円 155,603 千円  千円  千円

差額 27,517 千円 31,717 千円 42,603 千円

◎「地域公共交通」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

川場村路線及
び昭和村路線
の運行を継続
した。

川場村路線及
び昭和村路線
の運行を継続
した。

沼田市におい
ては、定時定
路線を一部残
しつつ、デマ
ンドバスを導
入した。
また、川場村
路線及び昭和
村路線の運行
を継続した。

「来年度」以降の取組予定

担当者会議を
開催し、圏域
での交通ネッ
トワークの形
成を検討す
る。

担当者会議を
開催し、圏域
での交通ネッ
トワークの形
成を検討す
る。

地域公共交通
の維持確保を
図っていく。
また、担当者
会議を開催
し、圏域での
交通ネット
ワークの形成
を検討する。

　市町村が運行し、かつ、自治体間を運行する路線バス（川場村運行路線、昭和村運行路線）に対し、経由する自治体
（沼田市）が運行費の一部負担をしている。
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政策分野 （２）

連携目標 ①

連携事業 １

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）圏域合同移住イベント開催回数
現状値
R元年度

0回
目標値
R7年度

5回

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

圏域合同移住イベント開催回数 1回 1回 2回

目標の達成度 20.0% 20.0% 40.0%

進捗状況 やや遅れ

（指標２）移住者数
現状値
R元年度

51人
目標値
R7年度

50人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

移住者数（沼田市） 4人 19人 15人

移住者数（片品村） 8人 3人 7人

移住者数（川場村） 27人 24人 44人

移住者数（昭和村） 10人 17人 3人

移住者数（みなかみ町） 64人 46人 16人

合計 113人 109人 85人

目標の達成度 226.0% 218.0% 170.0%

進捗状況 順調

交流移住

移住・定住の促進

移住・定住促進事業

　圏域自治体が連携して、移住希望者が必要とする情報及び支援を把握
し、ニーズに合わせたサポートを行うとともに、相談会や体験会などを
実施する。
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事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 18,074 千円 18,074 千円 18,074 千円 18,074 千円 18,074 千円

実績（沼田市） 2,904 千円 4,655 千円 5,535 千円

実績（片品村） 668 千円 585 千円 1,000 千円

実績（川場村） 573 千円 6,198 千円 10,527 千円

実績（昭和村） 670 千円 868 千円 521 千円

実績（みなかみ町） 14,780 千円 40,085 千円 17,245 千円

実績 19,595 千円 52,391 千円 34,828 千円  千円  千円

差額 1,521 千円 34,317 千円 16,754 千円

◎「移住・定住促進事業」について

　移住希望者が必要とする情報及び支援を把握し、ニーズに合わせたサポートを行うとともに、相談会や体験会
などを実施することで、移住の支援を行っている。
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R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

利根沼田行政
県税事務所主
催によるみな
かみ町と合同
のオンライン
セミナー「群
馬県オンライ
ン移住セミ
ナー・ぐんま
のてっぺん！
利根沼田地域
移住者が教え
る絶品地元メ
シ！」を実施
し、４３名の
視聴者のうち
３９名がアン
ケートに回
答。食を通じ
た利根沼田の
魅力を伝える
ことができ
た。

みなかみ町と
の合同セミ
ナーを開催
し、最大４０
名の視聴者が
参加したこと
をはじめ、都
内の移住相談
への参加や、
トライアルハ
ウス利用者７
２名などへの
移住コンシェ
ルジュによる
アテンドや相
談を実施し、
年間１２５組
の相談対応を
行った。

利根沼田行政
県税事務所主
催による都内
での利根沼田
合同セミナー
では合計２６
名が来場し
た。また、み
なかみ町と合
同のオンライ
ン「ペット移
住セミナー」
にはを実施し
２０名の視聴
者が参加。
ペットとの移
住について在
住の方の実体
験を伝えるこ
とができた。
都内の移住相
談会への参加
や、トライア
ルハウス利用
者５４名など
への移住コン
シェルジュ等
によるアテン
ドや相談を実
施し、年間１
４９組の相談
対応を行っ
た。

「来年度」以降の取組予定

市単独で行う
よりも、広域
で行う方が対
象者が増える
ことと、コロ
ナによる感染
症対策でのオ
ンライン配信
のため、個別
の面談より参
加し易かった
と思われるた
め、今後も参
加していきた
い。

セミナーにつ
いては、市単
独で行うより
も、広域で行
う方が対象者
が増えること
と、ネット配
信のため個別
の面談より参
加し易かった
と思われるた
め、今後も実
施していくと
共にコロナ後
の首都圏での
移住相談にも
参加していき
たい。

セミナーにつ
いては、市単
独で行うより
も、広域で行
う方が対象者
が増えること
と、ネット配
信のため個別
の面談より参
加し易かった
と思われるた
め、今後も共
同で実施して
いくと共に首
都圏での移住
相談にも参加
していきた
い。広域パン
フレットの印
刷物がないの
で、内容の見
直しと作成を
働きかけてい
きたい。
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政策分野 （１）

連携目標 ①

連携事業 １

連携自治体 沼田市 片品村 川場村 昭和村 みなかみ町

○ ○ ○ ○ ○

事業内容

（指標１）研修実施回数
現状値
R元年度

0回
目標値
R7年度

3回

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

研修実施回数 0回 1回 1回

目標の達成度 0.0% 33.3% 33.3%

進捗状況 やや遅れ

（指標２）交流研修参加職員数 [延べ数]
現状値
R元年度

0人
目標値
R7年度

285人

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

参加職員数（沼田市） 0人 32人 17人

参加職員数（片品村） 0人 5人 2人

参加職員数（川場村） 0人 2人 3人

参加職員数（昭和村） 0人 6人 5人

参加職員数（みなかみ町） 0人 6人 8人

参加職員数（合計） 0人 51人 35人 人 人

目標の達成度 0.0% 17.9% 12.3%

進捗状況 遅れ

人材の育成

圏域内自治体職員の交流・合同研修

合同研修事業

　圏域内自治体職員の能力及び資質の向上を図り、組織の活性化と職員
を育成するため、合同で研修会等を実施する。
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事業費

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

見込 60 千円 120 千円 120 千円 320 千円 320 千円

実績（沼田市） 0千円 36千円 0千円

実績（片品村） 0千円 5千円 0千円

実績（川場村） 0千円 2千円 0千円

実績（昭和村） 0千円 6千円 0千円

実績（みなかみ町） 0千円 6千円 0千円

実績 0千円 55 千円 0千円  千円  千円

差額 -60 千円 -65 千円 -120 千円

◎「合同研修」について

R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

「本年度」の成果

新型コロナウ
イルス感染症
拡大防止のた
め、やむなく
研修を中止と
した。

圏域内の新規
採用職員が合
同研修でグ
ループワーク
に取り組むこ
とにより、交
流を図ること
ができた。

圏域内の新規
採用職員が合
同研修でグ
ループワーク
に取り組むこ
とにより、交
流を図ること
ができた。

「来年度」以降の取組予定

研修テーマの
検討を進めつ
つ、各種研修
事業を実施す
る。

研修テーマの
検討を進めつ
つ、各種研修
事業を実施す
る。

研修テーマの
検討を進めつ
つ、各種研修
事業を実施す
る。

　自治体間の事業連携の機会を創出することにより、職員が各自治体の優れた知見を習得し、相互に啓発しあう
ことで多様化、複雑化及び深化する住民サービスに対応できるようにする。
　また、人的ネットワークの拡大を図る。


